
年間授業計画　様式例

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：（１組：和田） （２組：鈴木） （３組：神谷） （４組：目時） （５組：戸塚） （６組：松尾） （７組：石橋）

使用教科書：（ 探究ナビ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

オリエンテーション
総合説明会

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

２
学
期

まとめと表現
課題の設定

・１学期に調査研究したものにつ
いて、成果物を作成したり、発表
活動を行う。（パワーポイント・
ポスターセッション・レポート作
成）
・それぞれの探究した成果をクラ
ス内で発表し、互いに批評し合う
ことで、探究の精度を上げる。
・興味のあること・疑問やもっと
知りたいと思った子とについて，
本，Webで調べたり、講演会を聞き
に行ったり，インタビュー，現地
調査などを実施したりする。
・探究計画書を作成する。

【知識・技能】
　情報を比較，分類，関連付けて考えるな
ど，
探究の過程に応じた技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
課題を見いだし、自分で問いを立て、情報を
集
め、整理・分析して、まとめ・表現すること
が
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
テーマや設定した課題について主体的・協働
的
に取り組むとともに、互いのよさを生かしな

○ ○

情報の収集
整理・分析

○ 7

・「情報の収集」において，何を
するか，どのようにするかを知
る。
・課題についてわからないこと，
もっと知りたいことを書き出す.
・課題について，本やWebで現状や
原因などを調べる
・課題についてわからないこと，
もっと知りたいことを書き出す
・調査方法の特徴を理解する。
・わからないこと，もっと知りた
いことをどう調べるか調査方法を
決め、計画を立てる。
・調査方法の特徴を理解する。

【知識・技能】
　情報を比較，分類，関連付けて考えるな
ど，探究の過程に応じた技能を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
課題を見いだし、自分で問いを立て、情報を
集め、整理・分析して、まとめ・表現するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
テーマや設定した課題について主体的・協働
的に取り組むとともに、互いのよさを生かし
ながら、新たな価値を創造し、よりよい社会
を実現しようとする。

○ ○

配当
時数

・目的と年間予定の説明
・「総合的な探究の時間」の概要
説明
・教材 探究ナビ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　情報を比較，分類，関連付けて考えるな
ど，探究の過程に応じた技能を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
課題を見いだし、自分で問いを立て、情報を
集め、整理・分析して、まとめ・表現するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
テーマや設定した課題について主体的・協働
的に取り組むとともに、互いのよさを生かし
ながら、新たな価値を創造し、よりよい社会
を実現しようとする。

○ ○ ○ 6

態

総合的な探究の時間 0 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

総合的な探究の時間

社会と自己との関わりから問いを見い出し、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析できる。

探究に主体的・協働的に取り組むことができ、互いの良さを生かしながら、新たな価値を創造できる。

0

【 知　識　及　び　技　能 】探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身につける。

探究に主体的・協働的に取り組むことができ、
互いの良さを生かしながら、新たな価値を創造
し、よりよい社会を実現する人間力を素養す
る。

【学びに向かう力、人間性等】

思

総合的な探究の時間

探究の過程において、課題の発見と解決に必要
な知識及び技能を身につけ、課題に関わる概念
を形成し、探究の意義を理解する。

社会と自己との関わりから問いを見い出し、自
分で課題を立て、情報を集め、整理・分析し
て、まとめ・表現できる。

１
学
期

○ ○ ○ 7

課題発見
課題の設定
情報の収集
整理と分析

・「課題の設定」において，何を
するか，どのようにするかを知る
・疑問文にしたものが課題になる
かのチェックし、クリアしたもの
から選んで，課題にする
・探究計画書を作成する
・教材 探究ナビ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　情報を比較，分類，関連付けて考えるな
ど，探究の過程に応じた技能を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
課題を見いだし、自分で問いを立て、情報を
集め、整理・分析して、まとめ・表現するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
テーマや設定した課題について主体的・協働
的に取り組むとともに、互いのよさを生かし
ながら、新たな価値を創造し、よりよい社会
を実現しようとする。

○ 7



・決めた発表資料作成方法（ポス
ター発表や口頭発表など）の特徴
を理解し，発表資料を作成する。
・発表するときの態度や準備，発
表を聞くときの姿勢などを理解す
る。
・教材 探究ナビ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　情報を比較，分類，関連付けて考えるな
ど，探究の過程に応じた技能を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
課題を見いだし、自分で問いを立て、情報を
集め、整理・分析して、まとめ・表現するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
テーマや設定した課題について主体的・協働
的に取り組むとともに、互いのよさを生かし
ながら、新たな価値を創造し、よりよい社会
を実現しようとする。

３
学
期

8

合計

35

まとめ・表現



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数：1

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

○ 7

○ ○

２
学
期

学問探究
3年次選択科目について考える

・進路探究ムック（開け！学問へ
の扉：社会とのかかわり方を手が
かりに、学問に対する視野を広げ
る）学問カルタによる学部・学科
研究　　・３年の選択科目の予備
調査に向け、準備を進める。

探究活動に積極的に取り組むことができる。
課題を発見し、解決することができる。情報
を収集し、分析するとともに、まとめたり表
現することができる。まわりの人達と協働的
に取り組むことができる。

○ ○

１
学
期

自己理解と社会理解 ・進路探究ワーク（自分を知り、
強みを生かす方法）　　　　　・
ポートフォリオを作成し、自分自
身を理解する。

探究活動に積極的に取り組むことができる。
課題を発見し、解決することができる。情報
を収集し、分析するとともに、まとめたり表
現することができる。まわりの人達と協働的
に取り組むことができる。

○ ○

・進路探究ムック（社会とのかか
わり方を手がかりに、職業に対す
る視野を広げる）　　　　・小論
文（自分の考えを論理的に書く練
習をする。）・国公立大、私立
大、専門学校等の入試形態、制度
について知る。

探究活動に積極的に取り組むことができる。
課題を発見し、解決することができる。情報
を収集し、分析するとともに、まとめたり表
現することができる。まわりの人達と協働的
に取り組むことができる。

探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身につける。

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

探究に主体的・協働的に取り組むことができ、
互いの良さを生かしながら、新たな価値を創造
し、よりよい社会を実現する人間力を素養す
る。

【学びに向かう力、人間性等】

総合的な探究

（　組：　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

配当
時数

・進路探究レポート（論述）を作
成するために、学びたい学問、ま
たはやりたい仕事について考え
る。　・社会情勢を知り、現代社
会が抱える問題について考え、解
決方法を探る。

探究活動に積極的に取り組むことができる。
課題を発見し、解決することができる。情報
を収集し、分析するとともに、まとめたり表
現することができる。まわりの人達と協働的
に取り組むことができる。

小論文
卒業後の進路について考える

・小論文（与えられたテーマに
沿って、自分の意見を論理的に書
く練習をする。）
・自分の進路について、１年間の
探究活動と自己理解を踏まえて、
方向性を決定する。学部・学科を
具体的に絞る。

探究活動に積極的に取り組むことができる。
課題を発見し、解決することができる。情報
を収集し、分析するとともに、まとめたり表
現することができる。まわりの人達と協働的
に取り組むことができる。

○ ○

進路探究
社会の動きに目を向ける

職業探究
小論文
入試について理解する

合計

35

○

7

○ ○ ○ 7

7

○

○ 7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

総合的な探究 単位

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

探究の過程において、課題の発見と解決に必要
な知識及び技能を身につけ、課題に関わる概念
を形成し、探究の意義を理解する。

社会と自己との関わりから問いを見い出し、自
分で課題を立て、情報を集め、整理・分析し
て、まとめ・表現できる。

進路探求ワークⅡ　進路探究ムックⅡ

総合的な探究

社会と自己との関わりから問いを見い出し、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析できる。

探究に主体的・協働的に取り組むことができ、互いの良さを生かしながら、新たな価値を創造できる。

0

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ） （7組：池田

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（１組：高尾）　　　　）（　２組：東海林）　　　　）（　３組：淵上）　　　　）（４組：岩城）　　　　）（５組：早崎）　　　　）　（６組：三國）　　　　）

総合的な探究
総合的な探究 0 1

0

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

探究の過程において、課題の発見と解決に必要
な知識及び技能を身につけ、課題に関わる概念
を形成し、探究の意義を理解する。

社会と自己との関わりから問いを見い出し、自分で
課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まと
め・表現できる。

探究に主体的・協働的に取り組むことができ、互いの良さを
生かしながら、新たな価値を創造し、よりよい社会を実現す
る人間力を素養する。

志望理由書・自己ＰＲ文　完成ノート

総合的な探究

【 知　識　及　び　技　能 】探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身につける。

社会と自己との関わりから問いを見い出し、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析できる。

探究に主体的・協働的に取り組むことができ、互いの良さを生かしながら、新たな価値を創造できる。

自分自身を見つめ、自分自身を理解する。目
指す職業や研究が社会生活にどのように役立
つか、将来的にどういう展望が考えられる
か、空間・時間・人間社会に広がるような考
察ができる。

○ ○ ○ 5

思 態

配
当

時
数

１
学
期

自己理解と社会理解 志望理由書を書くための材料集め
を行う。志望動機を明らかにし、
自分自身の長所の裏付けとなる材
料を探す。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

定期考査

全体のボリュームや段落ごとの字数バランス
を考え、あらかじめ文章構成を考えたうえで
論述できる。目標・動機・過程・マッチの４
つのポイントを、相互に論理的一貫性を持っ
て展開している。

○ ○ ○ 5

自己分析と自己表現 志望理由書を書き始める前に、構
成メモを作成し、準備を整えてか
ら、第1回志望理由書（800字）を
完成させる。

全体のボリュームや段落ごとの字数バランス
を考え、あらかじめ文章構成を考えたうえで
論述できる。目標・動機・過程・マッチの４
つのポイントを、相互に論理的一貫性を持っ
て展開している。

○ ○ ○ 5

自己分析と自己表現 第２回志望理由書の添削・評価を
確認し、２学期以降の本番の入試
（総合型、公募、指定校）に活か
す。

全体のボリュームや段落ごとの字数バランス
を考え、あらかじめ文章構成を考えたうえで
論述できる。目標・動機・過程・マッチの４
つのポイントを、相互に論理的一貫性を持っ
て展開している。

○ ○ ○ 5

自己理解と自己表現 第1回志望理由書の添削が戻ってき
た後、書き直しを行う。改善点を
確認し、第2回志望理由書完成させ
る。

３
学
期

3年間の集大成として、本番の入試
に臨む

各自の第一志望の入試に全力で取
り組む。

6

自己分析と自己表現 総合型、公募、指定校の面接試験
を念頭に、対策を行い、実践練習
を行う。

個人面接、集団面接、討論型面接のそれぞれ
の場合を想定し、質問に対して適切に応答
し、自分の考えや意見を表現できる。

○

個人面接、集団面接、討論型面接のそれぞれ
の場合を想定し、質問に対して適切に応答す
るためにシュミレーションする。

○ ○ ○

２
学
期

自己理解と自己表現 総合型、公募、指定校の面接試験
を念頭に、対策を行う。

知

合
計

35

自分の持つ力を最大限発揮し、栄光をつかみ
取る。

○ ○ ○ 3

○ ○ 6

定期考査


